
 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府は京都府立植物園の施設管理・運営等業務について、今年 7月 1日から 2031年 6月 30

日までの 5年間を上限額 3億 9490万円で委託を請け負う業者を 2月 2日から 3月 5日にかけ

て募集しています。その内容は、これまでも民間業者に委託していた①入園受付・駐車場と駐輪場管

理 ②入園者の案内 ③芝管理、除草、清掃、土砂除去等を含む園内の環境整備業務の他に、④入園

者のニーズに応える企画・運営業務 ⑤施設活用事業 ⑥広報・マーケティング業務 ⑦上記業務の総

合調整及び管理等に関する業務を行うとなっています。特に④と⑤の経費は業者が自主財源で行い、

売上の一部を植物園に納付、増収した場合は業者に配分される、委託業者は植物園の大芝生地、バラ

園、洋風花壇、四季彩の丘、けやき並木などを使って「施設活用」（イベント）を行い、さらに、園内で酒

類の販売も可能とするのではないかと懸念いたします。これまでの植物園管理規定に反する項目が

並んでいます。（詳しくは京都府のホームページより「京都府立植物園施設管理・運営等業務委託に係

る公募型プロボーザルの実施について」参照） 

 

何年にもわたる市民の運動で京都府立植物園は守られたと思っていたのに、これでは実質的に京

都府立植物園は植物園ではなく、単なるイベント会場となってしまう恐れがあります。実際、2024 年

10月から 12月までと、2025年 5月から今年 3月末まで、毎夜温室で強光と爆音を当てるイベン

トが行われて、植物に大きな被害が出ています。植物を育て、観察し、植物に親しみ、研究する植物園

ではなくなってしまいます。 
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「生きた植物の博物館」京都府立植物園を壊さないで！！ 

な か ら ぎ の 森 
発行元：京都府立植物園整備計画の見直しを求める会 

（通称：なからぎの森の会）  

 〒606-0851 京都市左京区下鴨梅ノ木町 62-2  
  

 

京都府立植物園はまだ守りきれていません！ 
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長期にわたる夜間イベントで枯れかかっている温室の植物 

 

 

 

 



 

                                             2024年 9月 21日 なからぎの森の会 

◇ 大きな心配と要望 

 

府立大学の校舎のほとんどは耐震基準を満たしておらず、 

特に体育館は最も危険なので、授業で使うことができてい 

ません。一日も早く大学施設が整備され、学生・教職員の身 

の安全が保障できるように、京都府は早急に対応する責務 

があります。 

 

「北山エリア整備基本計画」は、その中心であった植物園の 

公園化・商業化や府立大学構内でのアリーナ建設がなくなっ 

た現在、主要な課題は全て見直されるか断念され、今や実体 

のない計画になっています。そのため、この基本計画自体を 

撤回すべきと私たちは考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

                                             2024年 9月 21日 なからぎの森の会 

◇ 大きな心配と要望 

 

「北山エリアの将来を考える会」他 4団体は、昨年 11月 27日に京都市都市計画審議会の委員へ、

12 月 11 日には京都市長あてに次期の京都市都市計画マスタープラン（地域まちづくり構想編）から

「⑰北山文化・交流拠点地区」を削除する要望書を提出しました。京都府の「北山エリア整備基本計画」

とそっくり同様の地域計画が描かれているので、すでに実質的に空文となっている計画を削除するよ

うに要望したものです。京都市都市計画審議会は検討を続けたのちに 3月から 4月頃に市民のパブ

リックコメントを募集し、8 月頃に次期の京都市都市計画マスタープランを決定するとしています。市

民の声を反映したものになるように監視していかねばなりません。 

 

昨年 12 月 23 日には西脇知事と松井京都市長がトップミーティングを行い、北山エリアについて

府市で話し合う会議体を設置することで合意しています。話し合いの中に府民・市民の声も反映され

ていくように要望します。 

 

京都府立大学もまだまだ守られていません！ 

京 都 市 に 向 け て 要 望 書 を 提 出 し ま し た 

 

 

 

老朽化した府立大学体育館を見学 
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